
相
田
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
ま
で

横
浜
製
鉄
所
で

技
術
を
学
ん
で
、

横
須
賀
、

東
京
赤
羽
の

軍
工
場
な
ど
で

働
き
、

「
鉄
工
の

元
祖
」
と
い

わ
れ
て
い

た
人
物
で

あ
る
。

小
沢
兄
弟
も
「
慶
応
以
来
の

鉄
工

」
と
し
て

知
ら
れ
て
い

た
。

三
人
は
、

失
敗
に

も
く
じ
け
ず
、

一

八
八
五
年
六
月
、

石
川
島
造
船
所
、

陸
・

海
軍
の

造
兵
廠
、

田
中
機
械
会
社
（
芝
浦
製
作
所
の

前
身
）
な
ど
の

仲
間
五
十
余
名
と
、

同
盟
進
工
組
の

結
成
に

成
功
し
た
。

進
工
組
の

規
約
に
は
、

「
当
組
合
は
各
工
場
主
と
約
束
を
結
び
、

雇
主
被
雇
主
の

関
係
を
調
理
し
両
者
の

便
益
を
謀
る
」
と
い

う
労
働
協
約
の

項
、

相
互
扶
助
、

失
業
救
済
と
技
能
者
養
成
の

た
め
の

共
同
工
場
設
立
の

項
な
ど
、

労
働
組
合
と
同
職
（
共
済
）
組
合
の

混
在
し
た
内
容
が
盛
ら
れ
て
い

た
。

同
盟
進
工

組
は
、

間
も
な
く
積
立
金
に

不
正
が
あ
る
と
い

う
う
わ
さ
か
ら
、

惜
し
く
も
解
散
し
た
。

し
か
し
、

こ

れ
は
金
属
・

機
械
産
業
労
働
者

の
、

日
本
最
初
の

組
織
で

あ
り
、

職
人
と
し
て

育
成
さ
れ
た
い

わ

ゆ
る

西
洋
鉄
工
（
幕
末
、

造
船
・

機
械
の

洋
式
工

場
で

養
成
さ
れ
た
金
属
・

機
械
工

）

が
、

み
ず
か
ら
団
結
の

必
要
を
感
じ
、

労
働
者
と
し
て

組
織
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

年
、

弟
子
の

な
か
の

頭
分
を
集
め
た
相
田
は
、

「
今
日
限

り
諸
子
等
を
我
弟
子
と
呼
ば
ず
師
弟
の

関
係
は
今
日
限
り
之
を
絶
た
ん
。

相
田
吉
五
郎
は
今
日
よ
り
一

個
人
の
、

而
も
平
の

鉄
工
と
な
り
、

諸
氏
と

対
等
の

職
工
と
な
り
」
と
し
て

組
合
を
組
織
し
、

技
術
の

向
上
と
後
進
の

養
成
を
は
か
ろ
う
と
よ
び
か
け
て
い

る
。

小
沢
兄
弟
も
相
田
も
、

一

八
九

七（
明
治
三
十
）
年
、

鉄
工
組
合
が
結
成
さ
れ
る
と
、

三
た
び
活
動
家
と
し
て

組
織
活
動
に

加
わ
っ

て
い

っ

た
。

西
洋
鉄
工
の

先
進
部
分
が
、

労
働
者
の

組
織
化
に
つ

い

て

苦
闘
し
て

い

た
と

き
、

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
五
月
か
ら
六
月

に

か
け
て

『
読
売
新
聞
』
に

在
米
の

高
野
房
太
郎
の

論
文
「
北
米
合
衆
国
の

労
役
社
会
の

有
様
を
叙
す
」
が

発
表
さ
れ
た
。

こ

の

論
文
は
、

「
吾
人
は
労
役
者
の

結
合
が
益
々

其
勢
力
を
拡
張
し
て
、

能
く
資
本
の

結
合
と

匹

敵
し
、

労
役
者
の

権
利
を
保
全
せ
ん
こ

と
を
望
む
」
と

結
ん
で
い

る
。

高
野
房
太
郎
は
長
崎
に

生
ま
れ
、

上
京
し
て

小
学
校
を
終
え
た
後
、

一

時
、

横
浜
市
の

伯
父
の

店
で

働
い

た
こ

と
か
ら
洋
行
の

希
望
を
持
つ

よ
う

職
工
義
友
会

と
京
浜
地
区
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に

な
り
十
九
歳
の

と
き
渡
米
し
た
。

ア
メ

リ
カ
で

苦
学
す
る
間
に
、

当
時
の

ア
メ

リ
カ
の

産
業
の

発
達
に

伴
う
労
働
問
題
に

深
い

関
心
を
持
つ

よ
う

に

な
っ

て
、

ア
メ

リ
カ
の

労
働
組
合
の

大
き
な
働
き
を
知
り
、

労
働
者
の

団
結
が
労
働
者
の

生
活
向
上
に

何
よ
り
も
必
要
な
こ

と
を
確
認
し
た
。

高

野
は
こ

の

新
知
識
を
故
国
日
本
の

社
会
に

告
げ
る
た
め
に

数
編
の

論
文
を
『
読
売
新
聞
』
に

寄
稿
し
た
の

で

あ
る
。

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
の

夏
、

在
米
の

日
本
人
労
働
者
の

同
志
城
常
太
郎
・

沢
田
半
之
助
ら
と
は
か
っ

て

職
工
義
友
会
を
つ

く
っ

た
。

こ

れ
は
労
働
問
題
の

研
究
団
体
で

あ
る

が
、

そ
の

後
同
志
も
増
加
し
た
。

高
野
ら
の

研
究
は
進
み
、

一

八
九
一

年
八
月
の

『
読
売
新
聞
』
で

は
「
労
役
者
結
合
の

目
的
は
単
に

間
接
の

利
益

に

止
ら
ず
、

以
て

直
接
の

利
益
を
労
役
者
に

与
え
ん
こ

と
を
要
す
」
と
、

友
愛
協
会
（
共
済
団
体
）
の

結
成
を
よ
び
か
け
た
。

さ
ら
に
、

一

八
九
三
年
二

月
の

『
東
洋
経
済
新
報
』
に
よ
せ
た
論
文
で

は
、

「
賃
金
と
は
労
働
力
の

価
値
な
り
。

…
…
故
に

其
価
値
は
他
一

般
物

品
の

価
値
と
同
じ
く
、

其
生
産
に

要
せ
る
原
料
及
労
力
等
の

集
合
額
に

依
り
て

定
ま
り
、

労
働
の

場
合
に

於
て
は
其
労
働
者
（
其
家
族
を
も
含
蓄
す
）

の

生
活
の

費
用
之
が
原
価
な
り
」
と
賃
金
論
を
展
開
す
る
ま
で
に
至
る
。

何
よ
り
も
「
労
役
者
」
に
か
わ
っ

て
、

「
労
働
者
」、
「
労
働
」
が

誇
る
べ

き
言
葉
と
し
て

使
わ
れ
る
の

で

あ
る
。

一

八
九
四
（
明
治
二

十
七

）
年
春
、

高
野
は
、

熟
練
工
を
中
心
と
す
る
職
業
別
組
職A

・F

・L

（
ア
メ

リ
カ

労
働
総
同
盟
）
の

方
式
が
よ
い

か
、

生

産
者
協
同
組
合
と
空
想
的
社
会
主
義
の

労
働
騎
士
団
の

方
式
で

行
く
べ

き
か
、

日
本
の

労
働
運
動
の

方
向
に
つ

い

て

決
め
か
ね
て
い

た
。

そ
こ
へ

、

八
月
に

日
清
戦
争
が
始
ま
っ

た
。

高
野
の

帰
国
は
不
可
能
と
な
り
、

九
月
にA

・F

・L

を
訪
ね
た
高
野
は
入
会
を
認
め
ら
れ
、

ゼ

ネ
ラ
ル

ー

オ
ル

グ
の

任
命
を
う
け
、

機
関
紙
に

「
日
本
の

労
働
運
動
」
を
発
表
し
た
り
し
た
。

一

八
九
五
年
四
月
、

日
清
戦
争
は
終
わ
っ

た
。

七
月
、

高
野
は
、

米
国
の
一

砲
艦
に

雇
わ
れ
て
、

働
き
な
が
ら
欧
米
各
港
を
見
聞
し
て
い

た
。

一

八
九
六
年
二

月
、

A

・F

・L

の

オ
ル

グ
任
命
が
更
新
さ
れ
、

「
北
米
職
工
同
盟
団
代
表
員
」
の

肩
書
で
、

『
ジ
ャ

パ

ン
・

ア
ド
バ

ァ

タ
イ
ザ
ー

』
紙

の

記
者
と
し
て

横
浜
に

帰
っ

た
。
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当
時
、

高
野
が
使
っ

て
い

た
や
や
大
型
の

名
刺
に
は
、

北
米
職
工

同
盟
団
代
表
員
の

肩
書
が
あ
り
、

裏
面
に

は
ふ
り
が
な
付
き
で

「
労
働
は
神
聖

な
り
、

結
合
は
勢
力
な
り
、

神
聖
の

労
働
に

従
う
人
に

し
て

勢
力
の

結
合
を
作
ら
ん
か
、

天
下
亦
何
物
か
之
に

衡
る
者
あ
ら
ん
や
。

我
日
本
の

職
工

諸
君
の

為
す
べ

き
こ

と
唯
夫
れ
結
合
を
為
す
に

あ
る
の

み
、

組
合
を
設
く
る
に

あ
る
の

み
」
と
大
き
く
印
刷
し
て

あ
っ

た
。

一

八
九
七
年
三
月
、

高
野
は
、

前
後
し
て

帰
国
し
た
同
志
の

城
・

沢
田
の

す
す
め
で

『
職
工

諸
君
に

寄
す
』
と
い

う
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
を
書
い

た
。

そ
れ
に
は
、

労
働
者
は
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、

労
働
運
動
の

内
容
、

そ
の

社
会
的
経
済
的
利
益
が
述
べ

ら
れ
、

A

・F

・L

方
式
に

よ
る
組

織
の

具
体
例
ま
で

紹
介
さ
れ
て
い

た
。

高
野
・

城
・

沢
田
ら
は
、

職
工
義
友
会
を
再
建
し
、

こ

の
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
を
京
浜
間
の

労
働
者
に

配
布
し
た
。

労
働
組
合
期

成
会
の

結
成

一

八
九
七
年
四
月
六
日
、

六
月
二

十
五
日
と
、

東
京
市
で

労
働
問
題
演
説
会
を
開
き
、

数
百
か

ら

千
を
越
す
労
働
者
が
参
加
し

た
。

第
二

回
の

集
会
で
、

労
働
組
合
の

結
成
を
よ
び
か
け
る
団
体
を
結
成
し
よ
う
と
高
野
が
訴
え
、

四
十
七
名
の

同
志
が
参
加
し

た
。

こ

の

四
十
七
名
を
基
礎
に
、

イ
ギ
リ
ス

・

ア
メ

リ
カ
で

社
会
問
題
を
研
究
し
て

き
た
片
山
潜
、

横
浜
市
選
出
の

進
歩
的
代
議
士
島
田
三
郎
、

ま

た
印
刷
会
社
秀
英
社
社
長
佐
久
間
貞
一

な
ど
、

労
働
問
題
に

関
心
を
よ
せ
て

き
た
著
名
人
も
加
わ
り
、

〝

労
働
組
合
の

学
校
〞

を
目
標
と
す
る
労
働

組
合
期
成
会
が
、

七
月
四
日
に

結
成
さ
れ
た
。

こ

れ
こ

そ
が
、

日
本
の

近
代
的
労
働
運
動
の

開
幕
で

あ
っ

た
。

A

・F

・L

は
七
月
三
十
日
、

あ
ら
た
め
て

高
野
を
日
本
オ
ル

グ
と
し
て

任
命
し
た
。

高
野
も
六
月
、

ア

ド
バ

ァ

タ
イ
ザ
ー

記
者
を
辞
任
し
、

期

成
会
幹
事
長
と
な
っ

て
い

よ
い

よ
労
働
運
動
に

専
念
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

期
成
会
の

主
要
な
活
動
は
、

毎
月
二
回
以
上
、

京
浜
間
の

各
地
で

演
説

会
を
開
く
こ

と
で

あ
り
、

さ
ら
に

組
織
運
動
と
し
て

親
方
職
工
を
通
じ
て
工

場
労
働
者
に

動
き
か
け
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

八
月
に

は
会
員

三
百
名
で

あ
っ

た
の

が
十
一

月
に

は
一

千
名
を
越
し
た
と
い

わ
れ
る
。

労
働
組
合
期
成
会
は
、

横
浜
や
横
須
賀
な
ど
の

都
市
部
を
重
視
し
た
。

九
月
十
二
日
夜
、

横
浜
市
の

労
働
者
に

親
し
ま
れ
て
い

た
港
座
と
い

う
劇

場
で
、

最
初
の

演
説
会
が
開
か
れ
た
。

つ

づ
い

て
、

十
一

月
八
日
に

も
蔦
座
で

演
説
会
が
開
か
れ
た
。

高
野
や
片
山
は
演
説
会
の

前
に
、

該
当
地
の
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重
立
っ

た
職
工
に

会
い

工

場
内
の

事
情
や
労
働
者
の

要
求
な
ど
を
た
し
か
め
、

演
説

に

と
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

労
働
者
を
組
織
し

て

い

っ

た
。

労
働
者
と

は
い

っ

て

も
、

職
人
的
に

養
成
さ
れ
た
人
び
と
で

あ
っ

た
か
ら
、

や
は
り
親
方
・

徒
弟
関
係
に

よ
っ

て

組
織
す
る
ほ
う
が
便
利
で

あ
っ

た
し
、

確
率
も
高
か
っ

た
の

で

あ
る
。

期
成
会
の

会
員
に
は
、

当
初
は
印
刷
工
が
多
か
っ

た
が
、

運
動
が

広
が

る

に

つ

れ
て
、

西
洋
鉄
工
が
中
心
と
な
っ

て

き
た
。

鉄
工
た
ち
は
、

十
月
二
十
四
日
に
は
規

約
編
成
相
談
会
を
開
き
、

十
一

月
十
四
日
に
は
創
立
相
談
会
を
開
催
、

十
二

月
一

日

に

は
鉄
工
組
合
発
会
式
を
東
京
神
田
の

青
年
会
館
で

挙
行
す
る
ま
で

に
至
っ

た
。

鉄
工
組
合
に

は
、

東
京
の

陸
軍
砲
兵
工
廠
や
日
本
鉄
道
大
宮
工
場
な
ど
千
百
八
十

名
の

職
工
が
参
加
し
た
。

な
か
に
、

横
浜
の

鉄
工
百
八
十
五
名
が
お
り
、

創
立
費
四

百
五
十
二
円
の

う
ち
二
百
一

円
余
を
横
浜
の

鉄
工
た
ち
が
寄
付
し
て
い

た
。

鉄
工
組

合
本
部
の

庶
務
部
長
に

平
井
梅
五
郎
、

会
計
副
部
長
に

森
田
長
吉
な
ど
、

横
浜
の

鉄

工
が
要
職
に
つ

い

て
い

る
こ

と
も
当
然
で

あ
っ

た
。

鉄
工
組
合
の

組
織
は
、

県
下
で

も
横
浜
・

横
須
賀
・

浦
賀
へ

と
急
速
に

広
が
っ

て
い

っ

た
。

ま
た
、

労
働
組
合
期
成

会
の

活
動
や
鉄
工
組
合
の

創
立
に

よ
っ

て
、

十
二
月
一

日
そ
の

実
質
的
な
機
関
紙
『
労
働
世
界
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

日
本
の

労
働
者
は
、

は
じ
め

て

近
代
的
な
労
働
組
合
と
そ
の

機
関
紙
を
も
つ

に
至
っ

た
の

で

あ
る
。

県内にも読者がいた『労働世界』4号のさし絵
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労
働
争
議
の

続
発

労
働
組
合
期
成
会
の

努
力
で
、

鉄
工
組
合
が
結
成
さ
れ
た
こ

ろ
、

団
結
の

力
で

労
働
者
の

権
利
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
は
、

各
方
面
に

広
が
っ

て
い

っ

た
。

こ

れ
よ
り
先
一

八
九
五
年
九
月
、

横
浜
市
内
の

ホ
テ
ル

雇
人
は
争
議
の

な
か
で
、

義
俠
同
盟

を
結
成
し
た
こ

と
は
前
に

述
べ

た
が
、

一

八
九
七
年
に

は
、

さ
ら
に
二
つ

の

組
織
（
同
守
舎
・

外
国
館
傭
人
組
合
）
が
誕
生
し
約
五
千
人
が
組
織
さ
れ

た
。

ま
た
同
年
四
月
、

横
浜
市
の

西
洋
家
具
指
物
職
同
盟
会
は
、

三
十
余
名
の

賃
上
げ
運
動
を
通
じ
て

組
織
さ
れ
、

後
に

鉄
工

組
合
に

加
盟
し
、

そ

の

第
四
十
一

支
部
と
な
っ

て
い

っ

た
。

東
京
船
大
工
組
合
は
一

八
九
六
年
七
月
に

結
成
さ
れ
た
が
、

神
奈
川
船
大
工

組
合
も
、

横
浜
・

久
良
岐
・

橘

樹
の

船
大
工
三
百
六
十
名
余
に

よ
っ

て
一

八
九
七
年
六
月
に

結
成
さ
れ
た
。

一

八
九
七
年
は
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
と
並
ん
で
、

明
治
期
に
お
け
る
労
働
争
議
件
数
の

二
つ

の

峰
の
一

つ

を
形
づ
く
っ

て

い

る
。

労
働

争
議
は
、

労
働
者
の

自
覚
の

度
合
を
示
す
も
の

の
一

つ

で

あ
り
、

県
下
の

争
議
事
例
も
、

一

月
の

日
本
絹
綿
糸
紡
績
の

ス

ト
、

四
月
の

東
京
建
物
会

社
横
浜
支
店
下
請
職
人
の

ス

ト
、

横
浜
荷
馬
車
組
合
馬
丁
ス

ト
、

横
浜
ド
ッ

ク

鉄
工

所
職
工
ス

ト

を
計
画
、

横
浜
西
洋
家
具
指
物
職
同
盟
会
の

賃
上

げ
要
求
、

五
月
の

横
浜
の

石
工

賃
上
げ
を
要
求
、

英
商
の

下
請
沖
取
人
夫

ス

ト
、

県
下
織
屋
職
人
ス

ト
、

六
月
の

神
奈
川
船
大
工
組
合
ス

ト
、

横
須

賀
造
船
所
造
船
部
・

寿
浦
兵
器
工
場
ス

ト
と
紛
議
、

横
浜
ド
ッ

ク
ス

ト
、

横
浜
水
道
道
志
川
付
替
工
事
人
夫
ス

ト
、

横
浜
な
ど
の

商
館
番
頭
ら
ス

ト

計
画
、

七
月
の

京
浜
間
艀
船
頭
ス

ト
、

九
月
の

人
力
車
夫
ら
の

減
税
要
求

請
願
運
動
、

十
月
の

横
須
賀
造
船
所
の

増
給
要
求
運
動
、

十
一

月
の

横
浜

大
工
職
組
合
の

賃
上
要
求
等
々
、

賃
金
増
額
を
求
め
る
紛
議
が
、

ス

ト
ラ

イ
キ
の

形
で

展
開
さ
れ
て
い

る
。

第4表　全国労働争議件数表

青木虹二『日本労働運動史年表』第1巻
から作成
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県
下
の
一

八
九
七
年
に
お

け
る
労
働
紛
争
議
参
加
層
に
は
、

こ

れ
ま
で
に

な
い

幾
つ

か
の

特
色
が
あ
っ

た
。

第
一

に
、

工
場
労
働
者
が

参
加
し

た
。

し
か
も
、

一

工
場
の

争
議
は
他
工
場
の

争
議
を
よ
び
、

ま
た
、

一

た
ん
敗
北
し
て

も
再
び
起
き
上
が
っ

て
い

る
。

第
二
に
、

職
人
の

争
議
と
思

わ
れ
る
も
の

も
、

中
心
は
新
型
職
人
で

あ
る
。

大
工
職
に

し
て
も
小
屋
組
み
、

下
見
板
ば
り
、

洋
釘
使
用
の

大
壁
造
り
と
い

っ

た
新
技
能
を
身
に
つ

け
て
お

り
、

石
工
も
基
礎
、

石
張
り
大
壁
な
ど
開
港
後
の

新
技
能
者
で

あ
っ

た
。

船
大
工
も
大
正
期
以
降
の

艤
装
大
工
で
は
な
く
、

木
骨
キ
ー
ル

鉄

板
張
り
の

よ
う
な
構
造
大
工

で

あ
っ

た
。

西
洋
指
物
職
（
西
洋
家
具
職

）
は
そ
の

名
の

と
お
り
で

あ
る
。

第
三
に
、

一

見
す
れ
ば
単
純
労
働
者
と
み

ら
れ
る
荷
馬
車
馬
丁
、

艀
船
頭
、

沖
取
人
夫
な
ど
は
、

港
湾
労
働
に

付
帯
し
た
自
営
業
者
、

特
殊
技
能
者
で

あ
り
、

織
屋
職
人
、

商
館
番
頭
も
特
殊

技
能
者
と
い

え
よ
う
。

第
四
に
、

単
純
・

不
熟
練
労
働
者
の

参
加
は
少
く
て
、

水
道
工
事
人
夫
、

人
力
車
夫
の
二

件
が
見
ら
れ
る
に

過
ぎ
な
い

こ

と

で

あ
る
。

階
級
的
運
動
の
展
開

労
働
問
題
は
、

も
は
や
救
貧
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

社
会
問
題
と
な
り
、

そ
れ
は
、

労
働
者
階
級
の

運
動
の

展
開
と
結

び
つ

く
も
の

と
し
て

登
場
し
て

き
た
の

で

あ
る
。

鉄
工
組
合
は
、

そ
の
一

つ

の

典
型
で

も
あ
っ

た
。

期
成
会
の

運
動
は
鉄

工
組
合
の

活
動
を
激
励
し
、

準
備
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

一

八
九
八
年
一

月
三
十
日
に

は
千
三
百
名
を
集
め
た
横
浜
蔦
座
の

演
説
会
、

二

月
か
ら
は

特
別
運
動
委
員
を
派
遣
し
て
の

横
須
賀
地
域
の

組
織
化
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。

こ

う
し
て
、

横
浜
市
の

鉄
工
組
合
員
は
二
百
名
か
ら
五
百
名
へ

と
発
展
し
、

同
年
四
月
十
七
日
、

横
浜
旧
会
館
に

お
い

て

鉄
工
組
合
第
三
支
部
発

会
式
を
あ
げ
る
に

至
っ

た
。

ま
た
、

横
須
賀
造
船
所
に

は
鉄
工
組
合
第
十
七
支
部
が
三
月
三
日
に

結
成
さ
れ
た
。

一

八
九
八
年
末
、

三
十
二

支
部
二

千
七
百
十
二
名
に

達
し
た
鉄
工
組
合
の

な
か
で
、

横
浜
・

横
須
賀
は
一

つ

の

拠
点
で

も
あ
っ

た
。

拠
点
と
し
て

の

役
割
は
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三

）年
、

す
で

に

鉄
工
組
合
が
治
安
警
察
法
の

抑
圧
で

衰
退
し
つ

つ

あ
っ

た
時
に

も
、

七
月
に

西
洋
家
具
指
物
職

同
盟
会
が
第
四
十
一

支
部
と
し
て
、

石
川
島
浦
賀
分
工
場
が
第
四
十
二

支
部
と
し
て

結
成
さ
れ
、

参
加
し
て

き
た
こ

と
に

も
う
か
が
え
よ
う
。
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鉄
工
組
合
の
、

主
要
な
活
動
を
そ
の

規
約
に

み
れ
ば「
救
済
方
法
」
と
「
紛
議
仲
裁
」
の
二
つ

で

あ
っ

た
。

鉄
工
組
合
は
、

日
本
最
初
の

近
代
的
労
働
組
合
と
し
て
の

栄
誉
を
に

な
う
も
の

で

あ
っ

た
が
、

や
は
り
そ
の

実
力
と
社
会
的
評
価
か
ら
し
て
、

紛

議
仲
裁
の

道
は
と
ざ
さ
れ
て
い

た
。

い

き
お
い
、

救
済
方
法
が
組
合
の

主
要
な
活
動
で

あ
っ

た
。

救
済
の

方
法
は
、

組
合
員
が
業
務
の

た
め
負
傷
し

た
り
病
気
と
な
っ

た
場
合
、

一

日
に
つ

き
二

十
銭
も
の

割
合
で
、

九
十
日
を
限
度
と
し
て

十
日
ご
と
に

救
済
金
を
支
給
し
、

死
亡
し
た
時
は
二

十
円

の

弔
慰
金
を
贈
る
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

第
三
支
部
で

は
、

組
合
結
成
の

月
で

あ
る
一

八
九
七
年
十
二

月
か
ら
二
件
の

支
給
が
あ
り
、

九
八
年
末
ま
で
に
二
十
三
名
、

二
百
二
十
円
が
支
給

さ
れ
、

鉄
工
組
合
金
支
給
額
の

二
二
・

七
㌫
に

相
当
し
た
。

当
時
は
社
会
的
な
救
貧
対
策
す
ら

な
く
、

さ
ら
に

劣
悪
な
生
活
・

労
働
条
件
の

な
か

で
、

日
本
的
疾
病
で

も
あ
る
脚
気
患
者
が
続
発
し
、

二

年
後
に

は
鉄
工
組
合
本
部
財
政
は
、

救
済
金
支
出
の

た
め
借
金
で

ま
か
な
う
有
様
と
な
っ

た
。

つ

い

に
一

九
〇
〇
年
一

月
の

臨
時
本
部
委
員
会
で

は
、

「
不
相
応
な
る
救
済
制
度
」
は
組
合
を
弱
体
化
す
る
も
の

で

あ
る
、

と
し
て

傷
病
見
舞
金
を

廃
止
す
る
に
至
っ

た
。

当
時
の

労
働
者
の

自
覚
の

水
準
は
、

組
合
に

入
っ

て
い

て

も
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と
し
て

加
入
し
て

す
ぐ
や
め
る
者
、

納
入
し
た
組
合
費
を
上
回

る
見
舞
金
を
受
け
取
っ

た
ら
脱
退
す
る
者
な
ど
も
あ
り
、

一

九
〇
〇
年
春
に

は
公
称
五
千
四
百
名
の

組
合
員
中
、

組
合
費
納
入
者
は
千
名
に

過
ぎ
な

か
っ

た
。

こ

う
し
た
な
か
で
、

す
す
ん
で

鉄
工
組
合
に

加
入
し
、

本
部
維
持
費
十
円
を
贈
っ

た
第
四
十
一

支
部
、

あ
る
い

は
抑
圧
の

な
か
で

結
成
さ

れ
た
第
四
十
二

支
部
（
い

ず
れ
も
治
安
警
察
法
の

公
布
後
で
、

し
か

も
鉄
工
組
合
最
後
の

組
織
で

あ
っ

た

）
の

事
例
は
、

片
山

潜
を
し

て

「
げ
に
一

度
始
ま

り
し
運
動
は
死
な
ぬ

者
な
り
け
り
」（『
日
本
之
労
働
運
動
』）
と
感
動
さ
せ
る
も
の

で

あ
っ

た
。

高
野
房
太
郎
は
、

こ

う
し
た
欠
陥
を
補
う
も
の

と

し

て
、

共
働
店
（
生
活
協
同
組
合
）
を
考
え
、

一

八
九
八
年
十
一

月
に

は
期
成
会
及
び
鉄
工
組

合
の

幹
事
を
や
め
て

労
働
者
消
費
組
合
運
動
の

共
栄
社
の

売
店
を
東
京
で

は
じ
め
、

の

ち
横
浜
で

も
こ

の

仕
事
に

力
を
い

れ
た
。

十
二

月
二

十
二
日
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創
立
の

横
浜
共
働
店
は
、

横
浜
鉄
工

共
栄
会
社
の

名
称
で

合
資
会
社
と
し
て

発
足
し
た
。

そ
の

事
業
は
順
調
の

よ
う
に

も
見
ら
れ
た
が
、

鉄
工
組
合

の

衰
退
と
歩
調
を
一

に

し
、

専
従
者
の

高
野
が
生
活
の

必
要
と
、

片
山
と
の

間
の

運
動
路
線
も
異
な
っ

た
た
め
か
、

一

九
〇
〇
年
九
月
、

労
働
運
動

か
ら
姿
を
消
し
て

「
ヨ

コ

ハ

マ

・

ア
ド
バ
ァ

タ
イ
ザ
ー

」
の

通
信
者
と
な
っ

て

日
本
を
去
り
中
国
に

渡
っ

て

し
ま
う
と
、

横
浜
ド
ッ

ク

の

有
馬
万
次

ら
の

努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

一

九
〇
二

年
三
月
二

十
八
日
、

つ

い

に

解
散
し
て
し
ま
っ

た
。

鉄
工
組
合
は
、

熟
練
工
中
心
の

職
能
別
組
合
で
は
あ
っ

た
が
、

「
機
械
・

鍛
冶
・

鉄
鉱
・

鋳
造
・

模
型
・

銅
工
・

鉄
船
工
・

電
機
工
・

鉄
工
場
在

勤
機
関
手
お
よ
び
火
夫
な
ど
の

諸
業
に

従
事
す
る
者
」
の

個
人
加
盟
を
原
則
と
し
た
イ
ギ
リ
ス

型
の

金
属
・

機
械
一

般
労
働
組
合
で

も
あ
っ

た
。

一

八
九
九
年
十
二

月
の

本
部
第
五
回
委
員
総
会
で
、

入
会
者
は
六
十
歳
以
下
と
し
て

下
位
に

制
限
を
お
か
な
い
、

と
い

う
規
約
改
正
を
お
こ

な
っ

た
こ

と
は
、

不
熟
練
労
働
者
を
も
受
け
入
れ
る
と
い

う
点
で

注
目
す
べ

き
決
定
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

国
際
連
帯
の

面
で

も
組
合
は
一

八
九
八
年
一

月
、

イ
ギ
リ
ス

の
ゼ

ネ
ス

ト

に

激
励
文
を
送
り
、

『
労
働
世
界
』
で
こ

れ
を
続
け
た
。

十
一

月
二
十
日
、

横
浜
に

入
港
し
た
英
国
船
オ
ン

ス

テ
ス

号
の
一

機
関
士
は
、

鉄
工
組
合
へ

の

礼
状
と
英
国
機
関
士
組
合
年
報
を
持
参
し
て
、

ス

ト
ラ
イ

キ
は
失
敗
し
た
が
、

大
多
数
の

工
場
が
八
時
間
制
と
賃
上
げ
を
か

ち
と
っ

た
こ

と

を

伝
え
、

「
諸
君
は
ま
す
ま
す
奮
発
あ
ら
ん
こ

と
を
希
望
す
」
と

激
励
し
た
。

な
お
、

『
労
働
世
界
』
に
は
創
刊
以
来
、

英
文
欄
が
あ
り
、

明
治
期
社
会
運
動
機
関
誌
の

か
た
ち
を
創
設
し
て
い

る
。

鉄
工
組
合
は
、

出
発
点
に
お
い

て

職
工
長
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
「
上
等
職
工

」
が
中
心
に

あ
り
、

労
資
協
調
が
そ
の

主
張
で

あ

っ

た
。

し
か
し
、

横
浜
ド
ッ

ク

と
日
本
鉄
道
の

会
社
側
は
、

結
成
そ
の

も
の

を
妨
害
し
つ

づ
け
た
。

横
浜
ド
ッ

ク

で
は
「
社
員

の

身
分
あ
る
者
は
会
社
の

規
則
と
し
て

組
合
加
入
を
許
さ
な
い

」
と
ま
で

圧
迫
し
、

本
部
庶
務
部
長
の

平
井
梅
五
郎
な
ど
は
退
会
す
る
の

や
む
な
き

に
至
っ

た
。

日
鉄
大
宮
工
場
で

も
妨
害
の

上
、

一

八
九
九
年
十
一

月
、

八
名
を
解
雇
す
る
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

官
憲
に
よ
る
圧
迫
も
加
わ
っ

た
。

一

八
九
八
年
四
月
三
日
の

労
働
組
合
期
成
会
運
動
会
の

開
催
禁
止
、

十
一

月
三
日
の

工
場
法
問
題
で

試
練
に
直
面
す

る
労
働
組
合
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の

夜
間
デ
モ

禁
止
、

一

八
九
九
年
一

月
八
日
の

東
京
の

上
野
公
園
で

開
催
の

鉄
工
組
合
一

周
年
祭
は
、

開
会
直
前
に

治
安
妨
害
で

解
散
命
令
が

出
さ

れ
た
の

が
そ
れ
で

あ
り
、

一

九
〇
〇
年
三
月
の

治
安
警
察
法
公
布
は
、

行
政
執
行
法
と
共
に

抑
圧
体
系
の

武
器
と
な
っ

た
。

官
憲
と
資
本
の

抑
圧
、

労
働
者
の

階
級
的
未
成
熟
の

な
か
で
、

苦
闘
を
続
け
た
の

は
一

八
九
八
年
二

月
の

大
ス

ト
ラ
イ
キ
を
通
じ
て

結
成
さ
れ
た

日
鉄
矯
正
会
（
日
本
鉄
道
）
も
同
様
で

あ
っ

た
。

県
下
の

松
田
、

山
北
を
は
じ
め
、

東
海
道
線
各
機
関
庫
等
で

は
同
調
の

気
運
も
あ
っ

た
が
事
前
に

制
止
さ
れ
て
お
り
、

日
鉄
矯
正
会
も
ま
た
一

九
〇
一

年
十
一

月
、

御
召
列
車
衝
突
事
件
を
で
っ

ち
上
げ
ら
れ
て

解
体
に

追
い

込
ま
れ
て
い

る
。

労
資
調
和
の

典
型
と
も
見
ら
れ
た
活
版
工
組
合
と
て

も
例
外
で

は
な
か
っ

た
。

一

八
九
八
年
三
月
、

東
京
で

活
版
工

同
志
懇
話
会
を
結
成
し
た
と

こ

ろ
、

指
導
者
七
名
が
解
雇
さ
れ
、

ブ
ラ
ッ

ク
・

リ
ス

ト
が
作
成
さ
れ
、

抗
議
の

ス

ト
ラ
イ
キ
も
失
敗
し
た
。

懇
話
会
は
解
散
し
た
が
、

秘
密
組
織

と
し
て

再
建
し
、

八
月
か
ら
は
名
称
を
懇
和
会
と
改
め
て

会
員
千
五
百
名
で

会
報
も
発
刊
し
た
。

翌
九
八
年
五
月
に
は
、

組
織
を
公
然
化
し
て

島
田

三
郎
を
会
長
に
迎
え
た
。

六
月
に

入
っ

て
、

懇
和
会
は
横
浜
支
部
（
支
部
幹
事

大
野
国
太
郎
、

福
音
印
刷
職
長

）
と
協
力
し
、

す
で

に

組
織
さ
れ
て
い

た

同
志
会
（
貿
易
新
報
職
工

）、

親
和
会
（
欧
文
印
刷
工

）
な
ど
に

働
き
か

け
、

「
京
浜
相
呼
応
し
て

労
働
組
合
の

完
成
に

努
め

」、
十
一

月
三
日
に

は
、

二

千
余
名
で

活
版
工
組
合
発
会
式
を
あ
げ
、

印
刷
業
組
合
と
労
働
協
約
を
結
ぶ
内
約
も
得
て
い

た
。

と
こ

ろ
が
、

印
刷
業
組
合
総
会
で
は
反
対
が
続
出

し
て
、

労
働
組
合
否
認
を
決
定
し
、

一

九
〇
〇
年
新
春
か
ら
労
働
者
の

移
動
を
禁
止
し
、

組
合
員
へ

の

圧
迫
を
加
え
た
の

で
、

治
安
警
察
法
が
公
布

施
行
さ
れ
た
後
の

五
月
十
日
、

み
ず
か
ら
組
織
を
解
体
し
て

し
ま
っ

た
。

三
　
労
働
者
と
工
場
法

県
下
の
産
業
労
働
者

一

八
九
七
（
明
治
三
十

）
年
ご
ろ
の

県
下
の

産
業
は
、

既
述
の

よ
う
に
、

工
業
化
と
い

う
に

は
ま
だ
ほ
ど
遠
い

水
準
で

あ
っ
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た
。

男
女
職
工
数
も
、

五
千
二
十
九
名
に

す
ぎ
な
い

（
不
熟
練
労
働
者
を
含
ま
な
い

数
で

あ
ろ
う
が
、

も
し
加
え
た
と
し
て

も
大
き
く
は
な
い

）。
全
職
工
数
の

六
割
を
占
め
る
染
織
工
業
職
工
は
、

日
本
絹

綿
紡
績
四
百
名
の

女
工
を
除
け
ば
、

橘
樹
・

都
筑
・

鎌
倉
・

高
座
・

中
・

足
柄
上
・

足
柄
下
・

愛

甲
各
郡
の

村
々

に

散
在
す
る
小
規
模
製
糸
工
場
の

女
工
二

千
六
百
名
、

機
械
器
具
工
業
で

は
、

横

浜
ド
ッ

ク
三
百
五
十
名
、

印
刷
・

製
本
業
約
二
百
名
、

あ
と
は
雑
工
業
と
い

う
の

が
『
神
奈
川
県

統
計
書
』
の

示
す
数
字
で

あ
る
。

新
聞
報
道
等
か
ら
推
算
す
る
と
、

横
浜
を
中
心
に

港
湾
労
働
者

五
千
名
、

人
力
車
夫
一

万
名
、

ハ

ン

カ
チ
加
工
一

万
名
、

土
木
建
築
関
係
諸
職
数
千
名
な
ど
で

あ

り
、

さ
ら
に

高
座
・

愛
甲
・

津
久
井
の

各
郡
に

絹
織
業
約
三
千
名
、

橘
樹
・

足
柄
上
・

足
柄
下
郡

に

約
一

万
名
の

経
木
・

真
田
な
ど
か
な
り
多
数
の

労
働
者
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

八
十
六
万
の

県
人
口

の

う
ち
、

農
家
人
口

を
三
十
万
、

商
・

工
・

諸
業
（
自
営
業

者
）
人
口

を
三
十
万
と
し
て

も
、

常
時
二
十
五
〜
三
十
万
の

「
無
産
者
」
層
が
ひ

し
め
い

て
い

た

と
考
え
ら
れ
る
。

入
寄
留
者
の

多
い

県
だ
け
に

生
産
年
齢
人
口

の

比
率
も
高
い

わ
け
で
、

労
働
者

階
級
と
し
て

区
分
さ
れ
る
層
は
統
計
や
新
聞
報
道
等
に

散
見
す
る
数
に

と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。

不

況
下
で

は
も
ち
ろ
ん
、

好
況
時
に
お
い

て

も
都
市
下
層
社
会
（
貧
民

）
は
拡
大
し
て
お
り
、

そ
の
こ

と
が
、

労
働
者
階
級
の

労
働
条
件
劣
悪
化
の

要

因
と
な
っ

て
い

た
と
い

え
よ
う
。

社
会
の

労
働
問
題
に

対
す
る
世
論
の

関
心
、

同
情
は
、

一

つ

に
は
労
働
者
の

劣
悪
な
労
働
、

生
活
条
件
に

あ
っ

た
。

明
治
政
府
は
一

八
八
二
（
明

治
十
五

）
年
、

早
く
も
農
商
務
省
に
工
場
条
例
の

立
案
に

着
手
さ
せ
、

一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）
年
に

は
、

各
地
の

商
業
会
議
所
に

対
し
て
工
場
法

1886（明治19）年に創立された高座郡大沢村（現在相模原市）
の製糸会社漸進社全景　 座間美都治氏蔵
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に

関
す
る
諮
問
を
行
っ

て
い

る
。

こ

れ
ら
は
、

工
場
制
工
業
の

発
達
を
見
越
し
て
の

こ

と
で
、

労
働
者
の

悲
惨
を
見
逃
す
こ

と
は
、

国
家
の

自
衛
上

に

も
弊
害
が
あ
る
、

と
い

う
発
想
か
ら
で

あ
っ

た
。

工
場
法
案
問
題

日
清
戦
争
後
は
、

労
働
争
議
も
増
加
す
る
傾
向
を
み
せ
、

官
営
工
場
や
工

場
制
工
業
の

各
方
面
に

広
が
っ

て
い

っ

た
。

内
閣
の

交
代
は
あ
っ

た
が
、

政
府
は
、

一

八
九
六
（
明
治
二

十
九

）
年
十
月
、

一

八
九
七
年
夏
、

一

八
九
八
年
夏
と

繰
り
返

し
工

場
法

案
を
準
備
し
た
。

一

八
九
八
年
九
月
、

農
商
務
省
は
工
場
法
案
を
起
案
、

各
商
業
会
議
所
に

諮
問
し

た
。

横
浜
商
業
会
議
所
で

は
、

『
月
報
』
第
二

十
四
号
（
明
治
三
十
一

年
十
月
）
に

労
働
組
合
期
成
会
の

意
見
を
紹
介
し
て
い

る
。

○
工

場
法
私
案
（
職
工
同
盟
の

意
見
）
東
京
、

横
浜
、

横
須
賀
、

大
宮
、

福
島
、

盛
岡
及
青
森
の

鉄
工
二
千
五
百
余
名
よ
り
成
れ
る
労
働
組
合
期
成
会
は

去
九
月
廿

三
日
総
会
を
開
き
工

場
法
案
に

対
す
る
修
正
意
見
を
議
せ
る
が
、

其
修
正
の

重
な
る
項
目
左
の

如
し

▲
工

場
法
案
施
行
の

範
囲
は
諸
種
の

原
動
力
を
用
ひ

若
く
は
五
名
以
上
の

職
工
及
徒
弟
を
使
役
す
る
工

場
を
含
む
事
▲

十
歳
未
満
の

児
童
は
何
等
の

場
合
に

於
て

も
工

場
に

使
役
せ
ざ
る
事
▲

十
四
歳
未
満
の

職
工
は
何
等
の

場
合
に

於
て

も
一

日
八
時
間
以
上
使
役
せ
ざ
る
事
▲

十
四
歳
以
上
の

職
工
は
一

日
十
時
間
以
上
使
役

せ
ざ
る
事
、

但
し
非
常
の

場
合
に
於
て

は
工

場
監
督
官
の

許
可
を
得
て

之
を
延
長
す
る
事
を
得
▲

十
四
歳
未
満
の

職
工
に

し
て

尋
常
小
学
を
終
ら
ざ
る
者
に

対
し

て

は
工

業
主
之
に

教
育
を
与
へ

違
背
す
る
者
は
二
百
円
の

罰
金
を
科
す
る
事
▲

職
工

証
は
徒
弟
に

限
り
之
を
適
用
す
る
事
▲
工

場
監
督
官
は
専
務
と
し
て

高
等
官

を
以
て

之
に

充
つ

る
事

横
浜
商
業
会
議
所
も
ま
た
、

労
働
組
合
期
成
会
、

鉄
工
組
合
の

動
き
に

注
目
し
て
い

た
こ

と

が

わ
か

る
の

で

あ
る
（
明
治
三
十
年
、

三
十
一

年
の

『
月
報
』
に

は
労
働
争
議
の

報
道
も
多
い

）。

し
か
し
、

横
浜
商
業
会
議
所
は
、

工
場
法
案
に

つ

い

て
、

大
要
、

次
の

よ
う
な
修
正
意
見
を
、

十
月
二

十

一

日
付
答
申
書
で

述
べ

て
い

る
。

一

　
十
四
歳
未
満
の

十
時
間
以
上
の

労
働
禁
止
は
、

削
除
。

「
製
糸
ノ

如
キ
工
業
ニ

在
リ
テ
ハ

其
季
節
ニ

応
ズ
ベ

キ
十
四
歳
未
満
ノ

モ

ノ

ヲ

使
役

ス

ル

必
要
ア
ル

ガ
故
ニ

年
齢
ニ

依
リ
時
間
ヲ

限
ル

能
ハ

ズ
、

現
ニ

其
必
要
ニ

由
リ
一

日
十
四
時
間
以
上
ヲ

使
役
ス

ル

ノ

慣
習
ア
レ

バ

ナ
リ

」

二
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